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内容：
本研究では、大学1年生を対象とした低学年向けインターンシップ
に着目し、インターンシップに参加した学生と受入先の中小企業の
社員が「共に学び、共に育ち合う」共育型のプログラムを開発に取
り組んでいます。具体的には、大学と中小企業団体が組織的に連
携し、学生と受入企業の社員に対する人材育成の観点から、共育
型のプログラム開発に取り組み、アンケートおよびインタビュー調
査を通じて教育効果を検証を行っています。
これまでの効果検証では、参加学生のキャリア意識および社会
人基礎力の向上が確認できています。また、受入企業の経営者ら
に対する調査から、共育型インターンシップの受入れを通して、
学生を指導した社員の意識変化や組織活性化につながっていまし
た。今後は、これらの知見を踏まえて、より教育効果の高いプログ
ラム開発に取り組む予定です。

アピールポイント：
本研究の成果は、我が国の低学年からのインターンシップ推進
および産学連携による人材育成の発展につながると考えます。ま
た、中小企業が抱える人材育成の課題として挙げられる社員教育
としての活用も期待できます。

本インターンシップの取組は、文部科学省が主催する第1回
「大学等におけるインターンシップ表彰」にて文部科学大臣
表彰「最優秀賞」（全国1位）を受賞しました。

共育型インターンシップのプログラム概要
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